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NY マーケットレポート（2019 年 8 月 20 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 

 

米主要株価指数は軒並み反落  

米株式市場は、欧米の国債利回りの低下を背景に、金融株が売られたことが圧迫要因となった。一方、米中

貿易協議の先行きへの警戒感に加え、前日の上昇を受けて当面の利益を確定させるための売りが出たことも

影響し、主要株価指数は軒並み反落した。ダウ平均株価は 173 ドル安、ナスダックは 54 ポイント安で終了し

た。 

 

データを基に SBILM が作成 

 

データを基に SBILM が作成 
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ドルは主要通貨に対しやや上値の重い動き 

イタリアのコンテ首相の辞任などイタリアの政局混乱や英国の EU離脱を巡る問題を背景に投資家のリス

ク回避志向が広がり、ドイツ債や米国債の逃避買い（利回りは低下）が先行した。さらに、パウエル FRB

議長がジャクソンホールで行う講演で、9 月の追加利下げを示唆するとの思惑も米国債利回りの低下を後

押しした。米 10年債利回りが 1.5386％まで低下した流れを受けて、ドル/円は一時 106.17まで下落した。

その後、ドイツのメルケル首相が「バックストップの実務的な解決策ついて考える」と発言したことで

ポンドが反発する中、ポンド/円が 129.61 まで上昇し、約 2 週間ぶりの高値を付けたことに連れて、ド

ル/円やユーロ/円も反発し、ドル/円は 106.45 へ上昇した。その後は、米主要株価指数が下げ幅を拡大

したこともあり、ドル円・クロス円はやや上値の重い動きとなった。 

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

 

◇ロシアルーブル 
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20 日のルーブルは対ドルで 66.9054 ルーブルとルーブル高、対円では 1.5945 円とルーブル安となった。前

日まで対ドルで 4日続落し、およそ半年ぶりの水準へ下落した反動からの買戻しに加え、月末納税前のロシ

ア企業によるルーブル買いも支援材料となった。 

 

ドル建のロシア RTS 株価指数は 17.06Pts 高の 1,264.59Pts と続伸したほか、MOEX 指数も 2,672.84Pts 

(24.75Pts 高）と続伸した。中国やドイツの景気刺激策を巡る思惑が下値支援となったほか、天然ガス会社

ガスプロム株の上昇が指数の押上げに寄与した。 

 

◇ブラジルレアル 

レアルは対ドルで 4.0498 レアルと対ドルで上昇した一方、対円では 26.212 円と下落した。レアルは前日に

対ドルで 5/21 以来の安値まで下落した反動から買い戻しが優勢となったほか、ポジション調整もレアルの反

発につながった。 

 

ボベスパ指数は 246.42Pts 安の 99,222.25Pts と続落した。欧米主要株価指数の下落のほか、今晩の FOMC 議

事要旨や 23 日のパウエル FRB 議長の講演を控えて買いが手控えられた。 
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